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欧
州
規
格
の
強
化
が
目
的

日
本
は
単
な
る
部
品
供
給
国
に

閣新産道 箕

ま
え
が
き

世
界
各
地
で
水
源
不
足
と
水

質
汚
染
が
叫
ば
れ
、
そ
の
対
策

と
し
て
Ｍ
Ｂ
Ｒ

（膜
分
離
活
性

汚
泥
法
）
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
従
来
の
活
性
汚
泥
法
に
膜

分
離
を
組
み
合
わ
せ
た
Ｍ
Ｂ
Ｒ

は
、
そ
の
処
理
水
に
懸
濁
物
質

を
ま
っ
た
く
含
ま
な
い
の
で
持

続
可
能
な
水
循
環
に
大
き
な
役

割
を
果
た
す
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
。
特
に
下
水
処
理
水
の

回
収
再
利
用
に
は
、
膜
処
理
無

し
で
は
語
る
こ
と
が
出
来
な
い

ほ
ど
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い

る
。こ

の
膜
処
理
に
つ
い
て
、
専

門
紙
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、　
一

般
紙
で
も

「膜
技
術
は
日
本
の

誇
る
最
高
技
術
」
、
「環
境
技
術

を
生
か
す
、
水
処
理
膜
」
等
と

日
本
の
優
位
性
を
示
す
タ
イ
ト

ル
が
踊
っ
て
い
る
。

確
か
に
日
本
製
の
水
処
理
膜

の
性
能
の
良
さ
は
、
欧
米
で
も

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
筆
者
も
参
画
し
て
い
る

「イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
２５
」
「安
倍
首

相
が
提
唱
し
て
い
る
２
０
２
５

年
時
点
で
の
日
本
の
科
学
技
術

の
あ
る
べ
き
姿
」
の
水
パ
ネ
ル

委
員
会

（主
査

¨
東
大

・
沖
大

幹
教
授
）
で
も
日
本
の
膜
技
術

が
高
く
評
価
さ
れ
、
政
府
方
針

と
す
べ
く
中
間
報
告
書
に
織
り

込
ま
れ
て
い
る
。

優
れ
た
技
術
の
後
に
何
が
来

る
の
か
、
当
然
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
の
膜
利
用
で
あ
り
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
製
品
で
あ
る
ほ
ど
、
国

際
標
準
化
は
重
要
で
あ
り
、
避

け
て
は
通
れ
な
い
道
で
あ
る
。

本
は
単
な
る
優
れ
た
部
品
供
給

国
に
な
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い

る
。
関
係
者
の
奮
起
を
促
す
意

味
で
欧
州
の
実
態
を
述
べ
て
み

た
い
。

１
、
欧
州
で
の
Ｍ
Ｂ
Ｒ
研
究

開
発

・
進
展
の
背
景

欧
州
に
お
い
て
６０
年
代
か

ら
、
膜
の
将
来
性
に
つ
い
て
研

究
さ
れ
て
い
た
が
、
彼
ら
が
驚

愕
し
た
の
は
、
実
は
■
９
８
５

日
本
に
遅
れ
を
と
っ
て
し
ま

う
、
こ
の
焦
り
が
、
欧
州
各

国
で
の
Ｍ
Ｂ
Ｒ
研
究

・
開
発

が
加
速
さ
れ
た

一
因
で
も
あ

っ
た
。

２
、
欧
州
で
の
Ｍ
Ｂ
Ｒ
実

績
の
あ
ゆ
み

■
９
９
３
年
に
欧
州
連
合

が
発
足
し
、
最
初
に
Ｅ
Ｕ
各

国
の
法
律
、
規
則
、
規
格
な

ど
が
整
備
さ
れ
、
こ
れ
か
ら

Ｅ
Ｕ
の
科
学
技
術
競
争
力
を

高
め
る
為
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
策
定
中
に
、
こ
の
Ｍ
Ｂ
Ｒ

技
術
の
将
来
性
が
注
目
さ
れ

た
。■

９
９
６
年
、
欧
州
最
初

の
Ｍ
Ｂ
Ｒ
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ

ン
ト
が
英
国
の
キ
ン
グ
ス
ト

と
こ
ろ
が
現
在
、
Ｍ
Ｂ
Ｒ

（膜
分
離
活
性
汚
泥
法
）
の
国

際
標
準
化
が
欧
州
主
導
で
進
め

ら
れ
て
お
り
、
日
本
の
膜
メ
ー

カ
ー
各
社
は
、
最
近
に
な
っ
て

初
め
て
欧
州
か
ら
参
加
を
呼
び

か
け
ら
れ
て
い
る
始
末
で
あ

る
。
日
本
国
お
よ
び
関
連
業
界

を
挙
げ
て
、
こ
の
Ｍ
Ｂ
Ｒ
国
際

標
準
化
作
業
に
主
体
的
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
、
携
帯
電
話
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
規
格
の
よ
う
に
日
本
規

格
が
世
界
標
準
を
と
れ
ず
、
日

年
に
日
本
政
府
が
提
唱
し
た
膜

に
関
す
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
っ
た
。
（表
１
１
）

日
本
政
府
主
導
で
展
開
さ
れ

る
バ
イ
オ
フ
ォ
ー
カ
ス
や
ア
ク

ア
ル
ネ
サ
ン
ス
の
内
容
を
知
れ

ば
知
る
ほ
ど
、
そ
の
将
来
性
の

高
さ

（除
去
率
の
高
さ
、
資
本

コ
ス
ト
の
減
少
、
装
置
の
単
純

化
）
に
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
で
あ
る
、
し
か
も
巨
額

な
研
究
費
が
民
間
会
社
に
提
供

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は

ン
で
完
成
し
、
さ
ら
に
９８
年
に

は
フ
ル
ス
ケ
ー
ル
の
Ｍ
Ｂ
Ｒ

（人
口
当
量
３
８
０
０
人
）
が

稼
働
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
に
お

ぃ
て
は
９９
年
に
２
カ
所
の
下
水

処
理
施
設

（人
口
当
量
■
千
人

お
よ
び
３
千
人
）
で
Ｍ
Ｂ
Ｒ
施

設
が
稼
働
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
同

じ
く
９９
年
に
下
水
処
理
場
（人

口
当

量
４
５
０
０
人
）
で

稼

働
、
２
０
０
４
年
に
は
、
世
界

最
大
級
の
Ｍ
Ｂ
Ｒ
施
設
が
ド
イ

ツ
の
カ
ー
ル
ス
ト
で
完
成
し
て

い
る
。
（人
口
当
量
８
万
人
）

ま
た
公
共
の
下
水
処
理
向
け

だ
け
で
は
な
く
、
民
間
の
産
業

排
水
分
野
で
の
Ｍ
Ｂ
Ｒ
設
置
が

急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
。

２
０
０
５
年
ま
で
の
累
積
総

数
は
３
５
５
カ
所
で
、
さ
ら
に

２
０
０
６
年
ま
で
に
は
下
水
処

理
向
け
Ｍ
Ｂ
Ｒ
が
■
０
０
カ
所

（人
口
当
量
５
０
０
人
以
上
）産

業
排
水
分
野
で
は
２
５
０
カ
所

以
上

（２０
立
方
財
／
ｄ
以
上
）

の
設
置
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

膜分離法に関する国家プロジェクト (表-1)

公的研究開発テーマ
B支援額

主な研究内容
参加企業数
・期間

バイオフォーカスWT

旧建設省、約6.5億円

生物学的処理十膜分離

(浸漬型膜分離)

約50社

1985-1989年

アクアルネッサンズ 90

旧通産省、約118億円

分離膜を組み込んだ高

濃度バイオリアクター
約30社

1985-1990年



３
、
欧
州
に
お
け
る
Ｍ
Ｂ
Ｒ

標
準
化
の
動
き

欧
州
各
国
で
の
Ｍ
Ｂ
Ｒ
設
置

数
が
増
加
す
る
に
連
れ
、
大
き

な
市
場
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
２
０
０
４
年
Ｅ
Ｕ

委
員
会
に
Ｍ
Ｂ
Ｒ
検
討
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
①
Ｍ
Ｂ
Ｒ
技
術

の
応
用
拡
大
②
Ｍ
Ｂ
Ｒ
標
準
化

が
検
討
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
２

０
０
５
年
に
Ｅ
Ｕ
の
総
力
を
挙

げ
て
、
４
つ
の
Ｍ
Ｂ
Ｒ

・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開

始
さ
れ
た
。
（表
１
２
）

な
ぜ
標
準
化
な
の
か
、
実
は

こ
の
Ｍ
Ｂ
Ｒ
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
欧
州
規
格

（Ｃ
Ｅ
Ｎ
／
Ｔ
Ｃ
■
６
５

キ
排

水
処
理
に
関
す
る
欧
州
規
格
）

を
強
化
す
る
の
が
目
的
で
あ

り
、
ド
イ
ツ
標
準
局
が
幹
事
を

務
め
て
い
る
。

２
０
０
６
年
１１
月
に
Ｃ
Ｅ
Ｎ

／
Ｔ
Ｃ
■
６
５
委
員
会
は

「欧

州
に
お
け
る
Ｍ
Ｂ
Ｒ
を
発
展
さ

せ
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
開
き
、
今
後
の
Ｍ
Ｂ
Ｒ

標
準
化
作
業
に
対
し
多
く
の
研

究
機
関
や
民
間
会
社
に
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

そ
の
呼
び
か
け
に
対
し
て
呼

応
し
た
機
関
や
民
間
会
社
数

は
、
全
体
で
７６
組
織
、
国
別
で

見
る
と
ド
イ
ツ
２０
組
織
、
イ
ギ

リ
ス
‐７
組
織
、
オ
ラ
ン
ダ
ー９
組

織
、
フ
ラ
ン
ス
８
組
織
、
イ
安

リ
ア
３
組
織
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
大
手
水
処
理
会

社
の
デ
グ
レ
モ
ン
、
Ｏ
Ｔ
Ｖ
、

研
究
機
関
で
は
オ
ラ
ン
ダ
の
Ｋ

Ｉ
Ｗ
Ａ
、
膜
企
業
で
は
メ
ム

コ
、
ゼ
ノ
ン
な
ど
が
名
乗
り
を

挙
げ
て
い
る
。

日
系
企
業
で
声
を
か
け
ら
れ

て
い
る
企
業
は
次
の
３
社
で
あ

る
。
（表
１
３
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２
０
０
８

年
ま
で
に
、
Ｍ
Ｂ
Ｒ
の
国
際
標

準
化
の
可
能
性
確
認
や
具
体
案

が
策
定
さ
れ
る
予
定
で
進
ん
で

い
る
。

MBR標準化作業に協力を求め
られている日系企業 (表-3)

企 業  名
欧州からの
コンタクト先

欄クボタ 日本

三菱レイヨンl■l 日本

東レl■l 英国 ・東レ

MBR・ ネットワークプロジェクト (表-2)

プロジェクト AMEDEUS EUROMBRA MBR一 TRAlN PURATREAT

期間 (年) 2005中-2008 2005-2008 2006--2009 2006--2008

予算 約 9億 円 約6.3億円 約 3億 円 約1.4億円

参加組織
12組織

豪州も含む

13組織

豪州・南ア含む
10組織 9組 織

幹事 ドイツ ノルウェー ドイツ ドイツ

研究テーマ MBRi設言十・運

転管理の最適

化 ・MBR標準

化

コスト競争力

汚染防止対策

ライフサイク

ルアセスメン

ト

MBRリサーチ

若手の教育

汚染防止

MBR情 報交換

促進

地中海諸国向

けMBR

リサーチ ・開

発


